様式第４のイ（第４条、第５条関係）

　　　　　　　構 造 設 備 明 細 書

	事業の概要
	石油精製及びポリエチレン製造業

	危険物の取扱作業

の内容
	１．アルミニウム粉末触媒　２．金属ナトリウム触媒活性剤　３．エタノール触媒分解剤　４．１－ヘキサン溶剤　以上を配管又は容器により受け入れ、重合工程で使用する。

	製造所(一般取扱所)の敷地面積
	３３６　　㎡

	建築物の構造
	階数
	１
	建築面積
	㎡
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	壁
	延焼の恐れのある外壁
	鉄筋コンクリート
	柱
	鉄筋コンクリート
	床
	コンクリート

	
	
	その他の壁
	鉄筋コンクリート
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	建築物の構造概要
	

	設備の概要

製造（取扱）
	１．塔　類　　　２基　　　　　　　　　　　　５．ポンプ類　　１２基

２．槽　類　　１７基（２０号タンク１７基）　６．ドライヤー　　１基

３．反応槽　　　８基

４．熱交類　　１１基

	タンクの概要
項第二十号の
令第九条第一
	24,000ℓ　ブローダウンタンク　×１　　10,500ℓ　分離槽　×２

10,500ℓ　セパレーター　　　　×１　　 5,000ℓ　凝縮槽　×１

1,500ℓ　溶剤溶解槽　　　　　×１　　 1,500ℓ　受　槽　×２

1,100ℓ　微粒子アルミニウム槽×１　　10,500ℓ　清浄槽　×２

1,100ℓ　受　槽　　　　　　　×４　　 5,000ℓ　受　槽　×２

	配管
	金属管(SGP)､弁は鋳鋼
	加圧設備
	ポンプ設備最高0.2kPa/㎠

	加熱設備
	ダウサム(熱媒)による間接加熱
	乾燥設備
	熱風乾燥機

	貯留設備
	危険物を取扱う所にためますあり｡屋外は油分離槽を設ける｡
	電気設備
	配管は金属管又はケーブル､電気機器は防爆型､その他電気設備技術基準による｡

	換気、排出の設備
	建屋内に強制換気設備
	静電気除去設備
	静電接地

	避雷設備
	建屋に避雷針２箇所

ｽﾄﾗｸﾁｬｰ､機器を接地
	警報設備
	自動火災報知設備

	消火設備
	第３種固定泡消火設備、第４種粉末２個、第５種粉末１６個

第３種泡消火栓２基、乾燥砂スコップ付1,000ℓ

	工事請負者住所氏名
	東京都○○区○○丁目○番○号
○○ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社 取締役社長○○○○　電話○○－○○○○


備考　 １　この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

２　建築物の一部に製造所（一般取扱所）を設ける場合の建築物の構造の欄は、該当する場合のみ記入すること。

３　令第９条第１項第20号のタンクにあっては、構造設備明細書（様式第４のハ、様式第４のニ又は様式第４のホ）を添付すること。
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